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銀河系中心分子層では高速度コンパクト雲 (High Velocity Compact Clouds; HVCC)と呼ばれる空間的にコン
パクト (d ≥ 5 pc)かつ非常に広い速度幅 (∆V ≥ 50 km · s−1 )を有する特異分子雲が多数発見されている。HVCC
は分子ガスの集中する領域に存在する為一般にその同定作業は困難であり、その概数や空間・速度分布に関する
統一的な知見は未だ得られていない。徳山らの先行研究 (2016年秋季年会Q07a)で開発された自動同定アルゴリ
ズムによって以前までの主観に偏った同定状況が著しく改善されたものの、NRO 45m望遠鏡によって取得され
た CO J=1–0データ内に目視で確認されるHVCC全てを自動同定するレベルには到達できていない。
　今回私達は、JCMTで取得されたCO J=3–2輝線の大規模データに対しHVCC自動同定アルゴリズムを適用し
た。これは、CO J=3–2輝線が J=1–0輝線より高温かつ高密度な領域から放射される為、加熱・圧縮プロセスが
働いているHVCCをより効率的にトレースできる可能性を期待したものである。自動同定アルゴリズムは、 (1)
円盤部の吸収を軽減する pressing method、 (2) 空間的にコンパクトで広い速度幅を持つ成分を抽出する unsharp
masking、(3) 雲構造を同定するmodified CLUMPFIND の 3段階のプロセスから成る。今回の同定作業では、輝
線の変更に伴う各パラメータの再検討を入念に行うとともに、目視で確認されるHVCCとの対応を最大化するよ
うに判断基準を厳密化した。その結果、CO J=3–2輝線データ中に 76個のHVCC候補天体が検出された。講演
では、このHVCC候補リストに基づき、銀河系中心分子層内における空間・速度分布及び力学的パラメータの統
計的性質について議論する。


